
第 4回統計エキスパート育成に向けたワークショップ

統計数理研究所 2 0 2 4年 9月 9日

京都女子大学
データサイエンス学部

学部長 栗 原 考 次

企業・自治体と連携した

データサイエンスの実践的教育



本 日 の 内 容

１．はじめに

２．京都女子大学データサイエンス学部

３．京都女子大学データサイエンス研究所

４．自治体・企業との連携による実践的教育

５．最後に



本 日 の 内 容

１．はじめに

２．京都女子大学データサイエンス学部

３．京都女子大学データサイエンス研究所

４．自治体・企業との連携による実践的教育

５．最後に



1920年
日本初の女子高等専門学校として
開設

九條武子
Takeko Kujyo 甲斐和里子

Wariko Kai 

大谷籌子
Kazuko Otani 

明治期、学園創始に
尽力した3名の女性
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第二次グランドビジョン（2020年〜2029年）

2020年
京都女子高等専門学校設立
100年



京都女子大学 学部・学科紹介



京都女子大学の都道府県別在籍者数 ※2022年度実績



「政府における数理・データサイエンス・AI教育取組」
文部科学省高等教育局専門教育課資料より引用（令和3年2月16日）



データエンジニアリング
データの収集・加工・処理

データアナリシス
データの分析・解析

価値創造
価値の発見・創造

データサイエンスとは



データサイエンスに関する日本の現状（STEM分野の女子比率）

9

最下位

STEM（科学・技術・工学・数学）

分野における女子学生の比率

(2021年9月OECD調査)

「自然科学・数学・統計学」分野で27％、

「工学・製造・建築」で16％と、

比較可能な36ヶ国でいずれも最下位。

特に

「データサイサイエンス」分野の女子比率

 1０％
2022年11月データサイエンティスト協会調査

STEM分野の女子比率

という現実

１０％

データサイエンス分野の女子比率
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◆ ICTが社会のあらゆる場面に浸透し、データを活用して課題解決できる人材

へのニーズが世界的に高まっている

◆データサイエンス分野を担う女性人材まだまだ少ない現状であり、女性の活

躍推進は不可欠

◆女性に関するデータは女性のデータサイエンティストに分析して欲しいとい

う強いニーズ

なぜ京都女子大学が取り組むか

ジェンダー平等の実現を目指す京都女子大学にとって

大きな挑戦であり使命である



本 日 の 内 容

１．はじめに

２．京都女子大学データサイエンス学部

３．京都女子大学データサイエンス研究所

４．自治体・企業との連携による実践的教育

５．最後に
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データサイエンス学部の設置

名称 データサイエンス学部 データサイエンス学科

開設年度 令和 5 年度（2023 年度）

入学定員 95 名

教員数 16 名

養成する人
材像

日々刻々と変化する技術革新・データ駆動社会に対応できる
ICT活用スキルおよびデータサイエンスの知見を身につけ、

女性の視点を課題解決に活かし、あらゆる分野で
意思決定の場に参画する女性を育成する。
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統計学関係教員

京都女子大学データサイエンス学部の構成について

データサイエンス学部教員 データサイエンス研究所教員

文理融合型の１学部１学科
文系・理系を問わずデータと社会のつなが
りに関心のある者を幅広く受入

2024年4月入学生
数学Ⅲまで：36名、
数学Ⅱ、数学Bまで：48名、
数学Ⅰ,数学Aまで：12名
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データサイエンス学部の教育課程 ー 文理双方の学生に開かれた丁寧な学び

（１）
データサイエンスの基盤となる統計学、情報学を体系的に丁寧に学び、それらを実

社会で応用しデータに基づく課題解決や価値創造をするための、経済学・経営学、

医療等の応用科目を有機的に配置



京都女子大学のデータサイエンス教育（３分野の科目群）

情報系科目群
プログラミングへの招待
データ構造とアルゴリズム、AI・機械学習
シミュレーション、データベース、数値解析
画像処理、自然言語処理、情報倫理・情報社会
バイオインフォマティクス・・・

社会ソリューション系科目群（経済・経営学）
価値創造への招待
経済学概論、経営学概論、計量経済学
リスクマネジメント、社会保障論、家族と社会
公共経営、公的統計、社会データ分析
医療経済学、疫学統計と生活・・・

演習・実践系科目群
データサイエンス演習科目群（全学年）
データサイエンス実践科目群
京都市、京都府や企業と連携し課題解決
最先端で活躍のプロによる講義・演習

数理・統計系科目群
数学への招待、確率統計への招待
解析学、線形代数学（演習）
統計学入門、多変量解析、時系列解析
実験計画法、空間統計学、文化計量学
医療統計、生存時間解析、心理分析・・・

３つの分野をバランスよく学ぶ

データサイエンティストが学ぶべき内容
年間2～3％が変化

（データサイエンティスト協会）

根幹にある原理原則を精通し、今後の変化
にも動じないレジリエンスを身に着ける
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数理・統計系科目 社会ソリューション科目 情報系科目
教職
科目

ゼミ

入門演習Ⅰ

入門演習Ⅱ

データサイエンス
基礎演習Ⅰ

データサイエンス
基礎演習Ⅱ

データサイエンス
実践演習Ⅰ

データサイエンス
実践演習Ⅱ

データサイエンス
上級実践演習Ⅰ

データサイエンス
上級実践演習Ⅱ卒 業 研 究

数学への招待 確率・統計
への招待

解析学Ⅰ

解析学Ⅰ
演習

解析学Ⅱ 代数学

幾何学

線形代数学

線形代数学
演習

統計学入門

多変量解析Ⅰ

多変量解析Ⅱ

生存時間解析

回帰分析

文化計量学

実験計画法

時系列解析計算機統計学最適化理論

空間統計学

医療統計

心理分析
行列モデリン

グ

価値創造
への招待

経営学概論経済学概論 社会学概論

計量経済学 リスク
マネジメント

社会保障論 家族と社会

社会データ
分析

人と組織の
マネジメント

応用計量経済
学

医療経済学

疫学統計
と生活

データから
見る家族

データサイエ
ンス実践概論

データサイエ
ンス

社会実装論

マーケティン
グ

社会調査法

現代ビジネス
と金融

計量経済分析

教育・労働
経済学

イノベーショ
ン論

公的統計

コーポレー
ト・ファイナ

ンス
行動経済学

公共経営

マーケティン
グデータ分析

調査設計論

データサイエ
ンティストの
キャリア論

戦略的人的
資源管理論

プログラミング
への招待

プログラミング
Ⅰ

プログラミング
Ⅱ

プログラミング
Ⅱ演習

データ構造と
アルゴリズム

データ処理
演習

AI・機械学習
Ⅰ

AI機械学習Ⅰ
演習

シミュレー
ション

マルチメディ
ア処理

数値解析

バイオイン
フォマティク

ス

情報倫理・
情報社会

AI・機械学習
Ⅱ演習

AI・機械学習
Ⅱ

画像処理

情報ネット
ワーク

データベース

自然言語処理

ソフトウェア
設計

Web
プログラミン

グ

シミュレー
ションと宇宙

情報科
教育法1

数学科
教育法1

情報科
教育法2

数学科
教育法2

数学科
教育法3

数学科
教育法4

発

展

科

目

基

礎

科

目

AI・機械学習Ⅰ

カリキュラムツリー
※黒枠は必修科目
※赤字は、必修ではないが履修を推奨する科目



履修モデル① 社会・ビジネスデータサイエンティスト系
社会・ビジネスデータサイエンティストを目指す人の履修モデルです。進路は多様ですが、例えば、社会・ビジネスや経営に関する幅広い知識に基づき社会・ビジネスを理解し、課題を見

出した上で、リサーチャにデータ分析を依頼し、その分析結果のもとソリューションを提案できるプロフェッショナルを目指す人におススメの履修モデルです。

1年次 2年次 3年次 4年次

１セメスター ２セメスター ３セメスター ４セメスター ５セメスター ６セメスター ７セメスター ８セメスター

科目名 単位 科目名 単位 科目名 単位 科目名 単位 科目名 単位 科目名 単位 科目名 単位 科目名 単位

仏教学 仏教学ⅠA 2 仏教学ⅠB 2 仏教学ⅡA 2 仏教学ⅡB 2

共
通
科
目
群

言語コミュ科目 英語ⅠA1 1 英語ⅠB1 1

英語ⅠA2 1 英語ⅠB2 1

初修外国語ⅠA1 1 初修外国語ⅠB1 1

初修外国語ⅠA2 1 初修外国語ⅠB2 1

情報基盤科目 情報リテラシー 2

データ・AIリテラシー 2

健康科学科目 運動と健康科学 2

教養、ジェンダー
連携活動
国際理解 等

教養科目 2 連携活動 2 連携活動 2

教養科目 2

専
門
科
目
群

社会
ソリューション系

価値創造への招待 2 経済学概論 2 計量経済学 2 人と組織のマネジメント 2 社会調査法 2 公共経営 2

経営学概論 2 リスクマネジメント 2 医療経済学 2 戦略的人的資源管理論 2 行動経済学 2

社会学概論 2 社会データ分析 2 応用計量経済学 2 計量経済分析 2
データサイエンティ
ストのキャリア論

2

家族と社会 2 データからみる家族 2 イノベーション論 2
マーケティング
データ分析

2

社会保障論 2 DS実践概論 2 教育・労働経済学 2
コーポレート・
ファイナンス

2

DS社会実装論 2 公的統計 2 調査設計論 2

マーケティング 2

現代ビジネスと金融 2

情報系
プログラミングへの招待 2 プログラミングⅠ 2 プログラミングⅡ 2 AI・機械学習Ⅰ 2

プログラミングⅡ演習 2 AI・機械学習Ⅰ演習 2

データ処理演習 2

数理・統計系

数学への招待 2 解析学Ⅰ 2 多変量解析Ⅰ 2 回帰分析 2

確率・統計への招待 2 解析学Ⅰ演習 2

線形代数学 2

線形代数学演習 2

統計学入門 2

演習
入門演習Ⅰ 2 入門演習Ⅱ 2 DS基礎演習Ⅰ 2 DS基礎演習Ⅱ 2 DS実践演習Ⅰ 2 DS実践演習Ⅱ 2 DS上級実践演習Ⅰ 2 DS上級実践演習Ⅱ 2

卒業研究 2 卒業研究 2

単位数合計 22 26 24 22 22 16 4 4

合計単位数 140
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履修モデル② ビジネスデータサイエンティスト系

ビジネスデータサイエンティストを目指す人の履修モデルです。進路は多様ですが、例えば、将来企業で商品やサービスが継続的に売れるための仕組みを作るマーケターやクライアントの課
題解決策を提示するコンサルタントなどを目指す人におススメの履修モデルです。

1年次 2年次 3年次 4年次

１セメスター ２セメスター ３セメスター ４セメスター ５セメスター ６セメスター ７セメスター ８セメスター

科目名 単位 科目名 単位 科目名 単位 科目名 単位 科目名 単位 科目名 単位 科目名 単位 科目名 単位

仏教学 仏教学ⅠA 2 仏教学ⅠB 2 仏教学ⅡA 2 仏教学ⅡB 2

共
通
科
目
群

言語コミュ科目 英語ⅠA1 1 英語ⅠB1 1

英語ⅠA2 1 英語ⅠB2 1

初修外国語ⅠA1 1 初修外国語ⅠB1 1

初修外国語ⅠA2 1 初修外国語ⅠB2 1

情報基盤科目 情報リテラシー 2

データ・AIリテラシー 2

健康科学科目 運動と健康科学 2

教養、ジェンダー
連携活動
国際理解 等

教養科目 2 連携活動 2 連携活動 2

教養科目 2

専
門
科
目
群

社会
ソリューション系

価値創造への招待 2 経済学概論 2 計量経済学 2 人と組織のマネジメント 2 戦略的人的資源管理論 2 行動経済学 2

経営学概論 2 社会データ分析 2 DS実践概論 2 イノベーション論 2
データサイエンティ
ストのキャリア論

2

社会学概論 2 DS社会実装論 2 マーケティング 2
マーケティングデー
タ分析

2

現代ビジネスと金融 2
コーポレート・ファ
イナンス

2

情報系

プログラミングへの招待 2 プログラミングⅠ 2 プログラミングⅡ 2 AI・機械学習Ⅰ 2 AI・機械学習Ⅱ 2 Webプログラミング 2

プログラミングⅡ演習 2 AI・機械学習Ⅰ演習 2 AI・機械学習Ⅱ演習 2

データ処理演習 2 データベース 2

数理・統計系

数学への招待 2 解析学Ⅰ 2 多変量解析Ⅰ 2 多変量解析Ⅱ 2 計算機統計学 2 空間統計学 2

確率・統計への招待 2 解析学Ⅰ演習 2 回帰分析 2 最適化理論 2 心理分析 2

線形代数学 2

線形代数学演習 2

統計学入門 2

演習
入門演習Ⅰ 2 入門演習Ⅱ 2 DS基礎演習Ⅰ 2 DS基礎演習Ⅱ 2 DS実践演習Ⅰ 2 DS実践演習Ⅱ 2 DS上級実践演習Ⅰ 2 DS上級実践演習Ⅱ 2

卒業研究 2 卒業研究 2

単位数合計 22 26 18
18

24 18 4 4

合計単位数 134



履修モデル③ 政策提言データサイエンティスト系
政策提言データサイエンティストを目指す人の履修モデルです。進路は多様ですが、例えば、地方自治体や官公庁などの公的機関などにおいて、データに基づき意思決定に重要な政策の立案

や開発を行うことができる能力を持つ人材を目指す人におススメの履修モデルです。

1年次 2年次 3年次 4年次

２セメスター ３セメスター ４セメスター ５セメスター ６セメスター ７セメスター ８セメスター

科目名 単位 科目名 単位 科目名 単位 科目名 単位 科目名 単位 科目名 単位 科目名 単位 科目名 単位

仏教学 仏教学ⅠA 2 仏教学ⅠB 2 仏教学ⅡA 2 仏教学ⅡB 2

共
通
科
目
群

言語コミュ科目 英語ⅠA1 1 英語ⅠB1 1

英語ⅠA2 1 英語ⅠB2 1

初修外国語ⅠA1 1 初修外国語ⅠB1 1

初修外国語ⅠA2 1 初修外国語ⅠB2 1

情報基盤科目 情報リテラシー 2

データ・AIリテラシー 2

健康科学科目 運動と健康科学 2

教養、ジェンダー
連携活動
国際理解 等

教養科目 2

教養科目 2 ジェンダー科目 2 連携活動 2

専
門
科
目
群

社会
ソリューション系

価値創造への招待 2 経済学概論 2 計量経済学 2 医療経済学 2 社会調査法 2 公共経営 2

経営学概論 2 リスクマネジメント 2 応用計量経済学 2 計量経済分析 2 行動経済学 2

社会学概論 2 社会データ分析 2 データからみる家族 2 イノベーション論 2 調査設計論 2

家族と社会 2 DS実践概論 2 教育・労働経済学 2

社会保障論 2 DS社会実装論 2 公的統計 2

現代ビジネスと金融 2

情報系
プログラミングへの招待 2 プログラミングⅠ 2 プログラミングⅡ 2 AI・機械学習Ⅰ 2 情報倫理・情報社会 2

データ処理演習 2 プログラミングⅡ演習 2 AI・機械学習Ⅰ演習 2

数理・統計系

数学への招待 2 線形代数学 2 多変量解析Ⅰ 2 回帰分析 2 最適化理論 2

確率・統計への招待 2 線形代数学演習 2 2 多変量解析Ⅱ 2

統計学入門 2

演習
DS入門演習Ⅰ 2 DS入門演習Ⅱ 2 DS基礎演習Ⅰ 2 DS基礎演習Ⅱ 2 DS実践演習Ⅰ 2 DS実践演習Ⅱ 2 DS上級実践演習Ⅰ 2 DS上級実践演習Ⅱ 2

卒業研究 2 卒業研究 2

単位数合計 22 24 24 22 20 12 4 4

合計単位数 132



履修モデル④ 数理データサイエンティスト系
数理データサイエンティストを目指す人の履修モデルです。進路は多様ですが、例えば、メーカーや食品会社などの生産ラインで得られるデータに基づき品質管理を行うことやシミュ

レーターを開発する企業への就職などを目指す人におススメの履修モデルです。

1年次 2年次 3年次 4年次

１セメスター ２セメスター ３セメスター ４セメスター ５セメスター ６セメスター ７セメスター ８セメスター

科目名 単位 科目名 単位 科目名 単位 科目名 単位 科目名 単位 科目名 単位 科目名 単位 科目名 単位

仏教学 仏教学ⅠA 2 仏教学ⅠB 2 仏教学ⅡA 2 仏教学ⅡB 2

共
通
科
目
群

言語コミュ科目 英語ⅠA1 1 英語ⅠB1 1

英語ⅠA2 1 英語ⅠB2 1

初修外国語ⅠA1 1 初修外国語ⅠB1 1

初修外国語ⅠA2 1 初修外国語ⅠB2 1

情報基盤科目 情報リテラシー 2

データ・AIリテラシー 2

健康科学科目 運動と健康科学 2

教養、ジェンダー
連携活動
国際理解 等

教養科目 2 連携活動 2

教養科目 2

ジェンダー科目 2

専
門
科
目
群

社会
ソリューション系

価値創造への招待 2 経済学概論 2 社会データ分析 2 応用計量経済学 2 公的統計 2
マーケティングデー
タ分析

2

経営学概論 2 計量経済学 2 DS実践概論 2 計量経済分析 2 行動経済学 2

社会学概論 2 DS社会実装論 2 マーケティング 2
シミュレーションと
宇宙

2

疫学統計と生活 2 データーベース 2

情報系

プログラミングへの招待 2 プログラミングⅠ 2 プログラミングⅡ 2 AI・機械学習Ⅰ 2

プログラミングⅡ演習 2 AI・機械学習Ⅰ演習 2

データ処理演習 2

数理・統計系

数学への招待 2 解析学Ⅰ 2 多変量解析Ⅰ 2 生存時間解析 2 計算機統計学 2 空間統計学 2

確率・統計への招待 2 解析学Ⅰ演習 2 解析学Ⅱ 2 多変量解析Ⅱ 2 最適化理論 2 心理分析 2

線形代数学 2 実験計画法 2 医療統計 2 行列モデリング 2

線形代数学演習 2 文化計量学 2 時系列解析 2

統計学入門 2 回帰分析 2

演習
入門演習Ⅰ 2 入門演習Ⅱ 2 DS基礎演習Ⅰ 2 DS基礎演習Ⅱ 2 DS実践演習Ⅰ 2 DS実践演習Ⅱ 2 DS上級実践演習Ⅰ 2 DS上級実践演習Ⅱ 2

卒業研究 2 卒業研究 2

単位数合計 22 26 22 26 20 16 4 4

合計単位数 140



履修モデル⑤ 医療データサイエンティスト系
医療データサイエンティストを目指す人の履修モデルです。進路は多様ですが、例えば、データに基づき開発した治療薬の安全性や有効性を検証する製薬企業の統計解

析部門や病院等の医療機関において医療情報を扱う部署などへの就職を目指す人におススメの履修モデルです。

1年次 2年次 3年次 4年次

１セメスター ２セメスター ３セメスター ４セメスター ５セメスター ６セメスター ７セメスター ８セメスター

科目名 単位 科目名 単位 科目名 単位 科目名 単位 科目名 単位 科目名 単位 科目名 単位 科目名 単位

仏教学 仏教学ⅠA 2 仏教学ⅠB 2 仏教学ⅡA 2 仏教学ⅡB 2

共
通
科
目
群

言語コミュ科目 英語ⅠA1 1 英語ⅠB1 1

英語ⅠA2 1 英語ⅠB2 1

初修外国語ⅠA1 1 初修外国語ⅠB1 1

初修外国語ⅠA2 1 初修外国語ⅠB2 1

情報基盤科目 情報リテラシー 2

データ・AIリテラシー 2

健康科学科目 運動と健康科学 2

教養、ジェンダー 教養科目 2 教養科目 2

連携活動 教養科目 2

国際理解 等 ジェンダー科目 2

専
門
科
目
群

社会
ソリューション系

価値創造への招待 2 経済学概論 2 社会データ分析 2 医療経済学 2 公的統計 2 公共経営 2

経営学概論 2 リスクマネジメント 2 疫学統計と生活 2 イノベーション論 2

社会学概論 2 社会保障論 2

情報系

プログラミングへの招待 2 プログラミングⅠ 2 プログラミングⅡ 2 AI・機械学習Ⅰ 2 AI・機械学習Ⅱ 2 画像処理 2

プログラミングⅡ演習 2 AI・機械学習Ⅰ演習 2 AI・機械学習Ⅱ演習 2 情報倫理・情報社会 2

データ処理演習 2 マルチメディア処理 2

バイオインフォマ
ティクス

2

数理・統計系

数学への招待 2 解析学Ⅰ 2 多変量解析Ⅰ 2 生存時間解析 2 計算機統計学 2 調査設計論 2

確率・統計への招待 2 解析学Ⅰ演習 2 解析学Ⅱ 2 多変量解析Ⅱ 2 最適化理論 2 空間統計学 2

線形代数学 2 実験計画法 2 医療統計 2

線形代数学演習 2 回帰分析 2 時系列解析 2

統計学入門 2

演習
入門演習Ⅰ 2 入門演習Ⅱ 2 DS基礎演習Ⅰ 2 DS基礎演習Ⅱ 2 DS実践演習Ⅰ 2 DS実践演習Ⅱ 2 DS上級実践演習Ⅰ 2 DS上級実践演習Ⅱ 2

卒業研究 2 卒業研究 2

単位数合計 22 26 24 20 24 14 4 4

合計単位数 138
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履修モデル⑥ データエンジニア、AIデータサイエンティスト系
データエンジニア、AIデータサイエンティストを目指す人の履修モデルです。進路は多様ですが、例えば、企業のシステムエンジニアやメーカーの開発部門、企業内でデジタルトラン

スフォーメーションを積極的に推進する部署への就職を目指す人におススメの履修モデルです。
1年次 2年次 3年次 4年次

１セメスター ２セメスター ３セメスター ４セメスター ５セメスター ６セメスター ７セメスター ８セメスター

科目名 単位 科目名 単位 科目名 単位 科目名 単位 科目名 単位 科目名 単位 科目名 単位 科目名 単位

仏教学 仏教学ⅠA 2 仏教学ⅠB 2 仏教学ⅡA 2 仏教学ⅡB 2

共
通
科
目
群

言語コミュ科目 英語ⅠA1 1 英語ⅠB1 1

英語ⅠA2 1 英語ⅠB2 1

初修外国語ⅠA1 1 初修外国語ⅠB1 1

初修外国語ⅠA2 1 初修外国語ⅠB2 1

情報基盤科目 情報リテラシー 2

データ・AIリテラシー 2

健康科学科目 運動と健康科学 2

教養、ジェンダー 教養科目 2 教養科目 2

連携活動 教養科目 2

国際理解 等 ジェンダー科目 2

専
門
科
目
群

社会
ソリューション系

価値創造への招待 2 経済学概論 2 社会データ分析 2 応用計量経済学 2 マーケティング 2
マーケティングデー
タ分析

2

経営学概論 2 計量経済学 2 DS実践概論 2

社会学概論 2 DS社会実装論 2

情報系

プログラミングへの招待 2 プログラミングⅠ 2 プログラミングⅡ 2 AI・機械学習Ⅰ 2 AI・機械学習Ⅱ 2 数値解析 2

プログラミングⅡ演習 2 AI・機械学習Ⅰ演習 2 AI・機械学習Ⅱ演習 2 ソフトウェア設計 2

データ構造とアルゴリ
ズム

2 シミュレーション 2 データベース 2 Webプログラミング 2

データ処理演習 2 情報ネットワーク 2 情報倫理・情報社会 2

バイオインフォマ
ティクス

2 画像処理 2

マルチメディア処理 2
シミュレーションと
宇宙

2

自然言語処理 2

数理・統計系

数学への招待 2 解析学Ⅰ 2 多変量解析Ⅰ 2 回帰分析 2

確率・統計への招待 2 解析学Ⅰ演習 2 文化計量学 2

線形代数学 2

線形代数学演習 2

統計学入門 2

演習
入門演習Ⅰ 2 入門演習Ⅱ 2 DS基礎演習Ⅰ 2 DS基礎演習Ⅱ 2 DS実践演習Ⅰ 2 DS実践演習Ⅱ 2 DS上級実践演習Ⅰ 2 DS上級実践演習Ⅱ 2

卒業研究 2 卒業研究 2

単位数合計 22 26 22 20 18 20 4 4

合計単位数 136



履修モデル⑦ 情報学・統計学に精通した教員
情報学・統計学に精通した教員を目指す人の履修モデルです。

1年次 2年次 3年次 4年次
１セメスター ２セメスター ３セメスター ４セメスター ５セメスター ６セメスター ７セメスター ８セメスター

科目名 単位 科目名 単位 科目名 単位 科目名 単位 科目名 単位 科目名 単位 科目名 単位 科目名 単位

仏教学 仏教学ⅠA 2 仏教学ⅠB 2 仏教学ⅡA 2 仏教学ⅡB 2

共
通
科
目
群

言語コミュ科目 英語ⅠA1 1 英語ⅠB1 1

英語ⅠA2 1 英語ⅠB2 1
初修外国語ⅠA1 1 初修外国語ⅠB1 1
初修外国語ⅠA2 1 初修外国語ⅠB2 1

情報基盤科目 情報リテラシー 2
データ・AIリテラシー 2

健康科学科目
運動と健康科学 2

スポーツ実践 1

教養、ジェンダー 教養科目 2 教養科目 2
連携活動 教養科目 2

国際理解 等 ジェンダー科目 2

専
門
科
目
群

社会
ソリューション系

価値創造への招待 2 (社会学概論) (2※) データから見る家族 2 教育・労働経済学 2
(経済学概論) (2※) DS社会実装論 2

(経営学概論) (2※) (社会学概論) (2※)

(経済学概論) (2※)
(経営学概論) (2※)

情報系

プログラミングへの招
待

2 プログラミングⅠ 2 プログラミングⅡ 2 AI・機械学習Ⅰ 2 AI・機械学習Ⅱ 2 数値解析 2

プログラミングⅡ演習 2 AI・機械学習Ⅰ演習 2 AI・機械学習Ⅱ演習 2 ソフトウェア設計 2

データ処理演習 2 データベース 2 Webプログラミング 2
情報ネットワーク 2 情報倫理・情報社会 2
マルチメディア処理 2 画像処理 2

数理・統計系

数学への招待 2 解析学Ⅰ 2 多変量解析Ⅰ 2 回帰分析 2 時系列解析 2
確率・統計への招待 2 解析学Ⅰ演習 2 解析学Ⅱ 2 多変量解析Ⅱ 2

線形代数学 2 代数学 2
線形代数学演習 2 幾何学 2
統計学入門 2

数学科教育法1 2 数学科教育法2 2 数学科教育法3 2 数学科教育法4 2

教職関連科目 情報科教育法1 2 情報科教育法2 2

演習
入門演習Ⅰ 2 入門演習Ⅱ 2 DS基礎演習Ⅰ 2 DS基礎演習Ⅱ 2 DS実践演習Ⅰ 2 DS実践演習Ⅱ 2 DS上級実践演習Ⅰ 2 DS上級実践演習Ⅱ 2

卒業研究 2 卒業研究 2

教職に関する
専門教育科目

教職論 2 教育心理学 2 日本国憲法 2 教育課程論 2
特別活動及び総合的な
学習の時間指導法

2 教育行政学 2 教育実習論 1

教育原論 2 道徳教育論 2 特別支援教育論 1 生徒指導論 2 教育実習 2
教育方法論 2 進路指導論 2 中学校教育実習 2
人権教育論 1 教職実践演習（中・高） 2

単位数合計 27
26～
28(※)

28
26～
28(※)

28 18 4 11

合計単位数 180

単位数合計（教職に関する専門教育
科目除く）

23
22～
24(※)

24
22～
24(※)

22 16 4 4

合計単位数（教職に関す
る専門教育科目除く）

139※注意：社会学概論、経済学概論、経営学概論については、CAP制の関係から１年生後期、２年生後期で合計６単位修得する形を想定しています。
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◼ あらゆる分野につながる数理・統計学・情報学の理論と応用を丁寧に学ぶ

データサイエンス（課題、データ収集、分析、解釈、課題解決）の過程での知識・技能、

見方・考え方を丁寧に学び、価値創造のための感性を磨く（数理・統計、情報系科目群）

◼ 社会の問題解決・価値創造のための経済学・経営学の基礎的専門知識の修得

データサイエンス分野で必要とされる社会や人間理解について基礎的専門知識と理論

（社会ソリューション系科目群）

◼ 汎用的能力の修得（論理的思考力、問題解決力、コミュニケーションスキル）

少人数によるゼミナール形式のPBL科目による能動的・自発的グループワーク

（実践、演習系科目群）

データサイエンス学部の教育課程 ー 丁寧な学び



取得可能な資格

教職課程認定

中学校教諭一種免許状（数学）

高等学校教諭一種免許状（数学、情報）

大学の講義で学ぶ（出題範囲の大部分の内容）

データサイエンティスト検定

統計検定（２級、準１級、データサイエンス発展）

情報処理技術者試験（ITパスポート、基本情報処理技術者）

その他
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◼ 入学前教育（ eラーニング等の活用）

◼ 補習科目の設定（主に高校数学の内容）

◼ 確率・統計への招待、数学への招待、統計学入門（習熟度別クラス編成）

◼ 数理・統計学、情報学に関する演習科目の充実（少人数教育、TAの活用）

◼ アカデミックカウンセリング（専任教員が毎学期担当）

◼ データサイエンスカフェ（DS Cafe）

文系・理系を問わず入学者を受け入れるサポート体制（主に数学への対応）



本 日 の 内 容

１．はじめに

２．京都女子大学データサイエンス学部

３．京都女子大学データサイエンス研究所

４．自治体・企業との連携による実践的教育

５．最後に



データサイエンス研究所について

設置の目的（2022年4月設置）
京都女子大学のデータサイエンスに関する研究拠点として、行政・産業界・教育機
関等と連携し、データサイエンスによる社会の課題解決に寄与するための実践的な
研究を行う

１．データサイエンスに関する研究

データサイエンス実践教育・研究の推進

２．データサイエンスに関する産学官連携事業の実施

自治体・企業・大学などのステークホルダーと連携しデータ

サイエンスブレークスルー推進

３．研究所の目的を達成するために必要と認めた事業

データサイエンス学部の教育への貢献、データサイエンスカフェの整備
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データサイエンス学部・研究所の活動の一部

データサイエンス
統計領域シンポジウム



京都府、京都市との連携活動



企業との連携活動（一部）



自治体・企業・大学等との連携活動（データサイエンス関係）

• 大学との連携

滋賀大学、京都薬科大学、京都大学、奈良女子

大学、奈良先端科学技術大学院大学、・・

• データサイエンティスト協会



本 日 の 内 容

１．京都女子大学について

２．京都女子大学データサイエンス学部

３．京都女子大学データサイエンス研究所

４．自治体・企業との連携による実践的教育

５．最後に



4
年

後
期

4
年

前
期

3
年

後
期

3
年

前
期

2
年

後
期

2
年

前
期

1
年

後
期

1
年

前
期

数理・統計系科目 社会ソリューション科目 情報系科目
教職
科目

ゼミ

入門演習Ⅰ

入門演習Ⅱ

データサイエンス
基礎演習Ⅰ

データサイエンス
基礎演習Ⅱ

データサイエンス
実践演習Ⅰ

データサイエンス
実践演習Ⅱ

データサイエンス
上級実践演習Ⅰ

データサイエンス
上級実践演習Ⅱ卒 業 研 究

数学への招待 確率・統計
への招待

解析学Ⅰ

解析学Ⅰ
演習

解析学Ⅱ 代数学

幾何学

線形代数学

線形代数学
演習

統計学入門

多変量解析Ⅰ

多変量解析Ⅱ

生存時間解析

回帰分析

文化計量学

実験計画法

時系列解析計算機統計学最適化理論

空間統計学

医療統計

心理分析
行列モデリン

グ

価値創造
への招待

経営学概論経済学概論 社会学概論

計量経済学 リスク
マネジメント

社会保障論 家族と社会

社会データ
分析

人と組織の
マネジメント

応用計量経済
学

医療経済学

疫学統計
と生活

データから
見る家族

データサイエ
ンス実践概論

データサイエ
ンス

社会実装論

マーケティン
グ

社会調査法

現代ビジネス
と金融

計量経済分析

教育・労働
経済学

イノベーショ
ン論

公的統計

コーポレー
ト・ファイナ

ンス
行動経済学

公共経営

マーケティン
グデータ分析

調査設計論

データサイエ
ンティストの
キャリア論

戦略的人的
資源管理論

プログラミング
への招待

プログラミング
Ⅰ

プログラミング
Ⅱ

プログラミング
Ⅱ演習

データ構造と
アルゴリズム

データ処理
演習

AI・機械学習
Ⅰ

AI機械学習Ⅰ
演習

シミュレー
ション

マルチメディ
ア処理

数値解析

バイオイン
フォマティク

ス

情報倫理・
情報社会

AI・機械学習
Ⅱ演習

AI・機械学習
Ⅱ

画像処理

情報ネット
ワーク

データベース

自然言語処理

ソフトウェア
設計

Web
プログラミン

グ

シミュレー
ションと宇宙

情報科
教育法1

数学科
教育法1

情報科
教育法2

数学科
教育法2

数学科
教育法3

数学科
教育法4

発

展

科

目

基

礎

科

目

AI・機械学習Ⅰ

自治体・企業と一部
連携している科目

自治体・企業と連携
して開講する科目

自治体・企業との連携教育
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実践・演習科目：ゲストスピーカーによる講演リスト（2023年度）

授業日 講演者 講演者所属 講義名 講演タイトル

2023/5/16

松本 亮介　様

林 明日香　様

松田 篤史　様

西日本旅客鉄道株式会社(JR西日本)

デジタルソリューション本部

鉄道本部　イノベーション本部

確率・統計への招待 データサイエンスのリアル

2023/6/15 黒住 好忠　様 株式会社IDホールディングス 価値創造への招待 社会課題と価値創造（働くこと）

2023/7/5 林 正洋　様 京都市総合企画局情報化推進室 入門演習I 京都市のデータ利活用

2023/7/5 山田 光浩　様
株式会社SCREENホールディングス

サステナビリティ推進室
入門演習I 事業活動を通じた社会課題の解決とデータサイエンスの活用

2023/7/5 緒林 侑祐　様 京都府総合政策環境部デジタル制作推進課 入門演習I 京都府におけるデータ利活用の現状とこれから

2023/7/11 田中 恭介　様

西日本旅客鉄道株式会社(JR西日本)

デジタルソリューション本部

鉄道本部　イノベーション本部

確率・統計への招待 JR西日本の新規事業（技術収益化企画）の立上げから本格始動までの歩み

2023/7/11 林 明日香　様

西日本旅客鉄道株式会社(JR西日本)

デジタルソリューション本部

鉄道本部　イノベーション本部

確率・統計への招待 JR西日本の地域と連携した取り組み

2023/7/13 潮 亨　様 株式会社JTBグローバル統括本部 価値創造への招待 ツーリズム産業の重要性と課題

2023/7/19 松本 麻見　様
オムロンヘルスケア株式会社

技術開発統轄部解析技術開発部
入門演習I オムロンヘルスケアにおけるデータサイエンス活用

2023/7/19 Philippe COCATRIX　様 ダッソー・システムズ株式会社 入門演習I A brief history of ものづくり - From CAD to Platform 

2023/7/19 廣岡 青央　様 京都市産業技術研究所プロジェクト推進室 入門演習I 京都市産業技術研究所の取り組みについて

データサイエンスに関連して活躍

している実務担当者を招き、具体

的な実例を通してデータサイエン

スの最先端に触れ、大学における

学習内容が現場の実践とどのよう

に関連するかを考える
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実践・演習科目：ゲストスピーカーによる講演リスト（2024年度）

企業・自治体名 形式 講演日 時間 ご講演テーマ ご講演者・所属 ご講演者

会社説明 人事総務部　採用・人材育成チーム　主務 横田　雅絵　様

データ活用事例紹介 データ＆アナリティクスソリューション本部　主務 尾藤　由衣　様

塩野義製薬（株） 11:05～11:35
現場でのデータサイエンス活用事例 データサ

イエンス職/データエンジニアリング職 紹介
DX推進本部 データサイエンス部長 北西 由武　様

京セラ（株） 11:35～12:05 製造現場におけるデータサイエンス活用事例 デジタルビジネス推進本部　データサイエンス部
児玉　彩　様

田村　壮　様

エイツーヘルスケア（株） 10:35～11:05
医薬品の臨床開発から育薬におけるデータサ

イエンスの活用
データサイエンス本部　データサイエンス第3部 平野　真太郎　様

オムロンヘルスケア（株） 11:05～11:35
オムロンヘルスケアにおけるデータサイエン

ス　- 解析とデータ-
技術開発統轄部　学術戦略部 林　咲希　様

京都府 11:35～12:05
京都府におけるデータ利活用の現状とこれか

ら
京都府 総合政策環境部 デジタル政策推進課 杉本　明洋　様

（株）アスキー総合研究所 10:35～11:05

日本のスタートアップエコシステムのハブ

ASCII STARTUPの取り組み（角川アスキー総

研・各種事業から）

デジタルメディア部 ASCII STARTUP課 ディクレター 松原　ルマ　様

京都済生会病院 11:05～11:35
京都済生会病院の取り組み～病院医療におけ

るデータ～
事務部長 宮部　剛実　様

中外製薬（株） 11:35～12:05
病気のない世界への統計・データサイエンス

の貢献

臨床開発本部 バイオメトリクス部 兼 デジタル戦略推

進部 グループマネジャー
杉谷　康雄　様

日立造船（株） 10:35～11:05
サステナブルな未来の実現に向けて　～デー

タ利活用による社会課題の解決～
取締役 兼 常務執行役員　ＩＣＴ推進本部長 橋爪　宗信  様

兵庫県西宮市 11:05～11:35 西宮市におけるデータ利活用の状況と課題 総務局　デジタル推進部　デジタル推進課　係長 松浦　紘丈　様

（株）インテージヘルスケア 11:35～12:05 クスリのデータを集めるということ PMSモニターグループ グループリーダー 濵口　龍祐　様

パナソニック インフォメーション

システムズ（株）

7/3

7/10

7/10

7/17

10:35～11:05

1年生のみ

2年生のみ

1,2年生合同

1,2年生合同



実践・演習科目：ゲストスピーカーによる講演 2023年度（１）



実践・演習科目：ゲストスピーカーによる講演 2023年度（２）



実践・演習科目：ゲストスピーカーによる講演 2023年度（３）



第１回の７月３日（水）は１期生・２期生の合同授業で，約200名の学生が，
パナソニックインフォメーションシステムズ株式会社，塩野義製薬株式会社，京
セラ株式会社の３企業からの講演を拝聴し，データサイエンス活用事例について
学びました．

パナソニック インフォメーションシステムズ株式会社のご講演では人事総務部
採用・人材育成チーム 主務 横田様とデータ＆アナリティクスソリューション本
部 主務 尾藤様から会社紹介と実際に行っているデータサイエンス支援ツールの
紹介やその活用事例についてご講演いただきました．データをビジネスシーンで
活かすためのポイントやビジネス現場主導でのデータ活用（現場ドリブン）の重
要性、また社内の「一部の人ができること」ではなく，全員ができるように工夫
する必要性やデータサイエンス支援ツールの使われ方を学びました．

塩野義製薬株式会社のご講演では，DX推進本部 データサイエンス部長 北西
様よりデータサイエンス職やデータエンジニアリング職の紹介と製薬会社におけ
るデータの活用事例についてご講演いただきました．職種紹介ではデータサイエ
ンス職における働き方や専門職としてのマインド，会社におけるスキル支援策な
どを説明いただきました．データ利活用では，感染症の例を用いてわかりやすく
説明していただきました．

京セラ株式会社のご講演ではデジタルビジネス推進本部 データサイエンス部
児玉様，田村様より会社紹介とデータサイエンス部の紹介と製造現場における
データサイエンスの活用事例についてご講演いただきました．会社紹介とデータ
サイエンス部の紹介では，データサイエンスの活躍の場が社内のいたるところに
あることを説明いただきました．活用事例では，工業製品の例を用いて解決する
べき課題の設定法やデータ取得の難しさ，現場とのやり取りでのやりがいなどに
ついて説明いただきました．
 
１期生・２期生のデータサイエンスの学生が一堂に会する貴重な機会にもなり，

竹安学長より熱い応援メッセージもいただきました．データサイエンス学部の学
生にとって，現在学んでいる内容がどのように社会に応用されているのか，基礎
理論がどこに活きるのかを知る機会となりました．さらに自身のキャリアプラン
について考える良いきっかけとなりました.

パナソニックインフォメーションシステムズ
株式会社のご講演の様子

塩野義製薬株式会社のご講演の様子

京セラ株式会社のご講演の様子

実践・演習科目：ゲストスピーカーによる講演 2024年度
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実践・演習科目：企業訪問 2023年度（１）

企業や行政等のデータサイエンスに関

連した部署を訪問し、将来のモデル

ケースとなる社会人の方々とのふれあ

うとともに、それぞれの部署に関連し

た課題に関するグループワークやワー

クショップを行う

現場見学 企業・自治体名 見学先

11/28（火）

西日本旅客鉄道株式会社(JR西日本) 大阪

株式会社JTB 京都

京セラ株式会社 京都

京都市 京都

ダイハツ工業株式会社 大阪

ダッソー・システムズ株式会社 名古屋

株式会社インテージ 大阪

株式会社SCREENホールディングス 京都

12/5（火）

京都府 京都

西日本電信電話株式会社（NTT西日本） 大阪

塩野義製薬株式会社 大阪

オムロンヘルスケア株式会社 京都

エイツーヘルスケア株式会社 大阪



時間 1日目【11/27(月)14:30～17:30】 ２日目【11/28(火)13:00～16:00】

14:30

15:00

15:30

16:00

16:30

17:00

日時

１日目：11/27(月) 14:30～17:30

２日目：11/28(火) 13:00～16:00

概要

◼ JR西日本グループの開発技術紹介

◼ オープンイノベーションの取組紹介

◼ 実践的テーマでワークショップ

オリエンテーション（10）

JR西日本Ｇ開発技術の紹介
（60）

大阪駅うめきたエリア紹介
（30）

移動

移動

2日目に向けた課題説明 振返り/アンケート回答

グループワーク
・

プレゼンテーション

AIカメラ体験（30）

スケジュール

実践・演習科目：企業訪問の具体例（JR西日本）



実践・演習科目：企業訪問の具体例（京都府）



データサイエンス実践的教育・研究の推進

データサイエンスの教育・研究の向上を目指し、学会、自治体、企業などが主催する
データサイエンスに関するコンペティションやハッカソンなどの企画に積極的に参加し、
データサイエンスの実践的能力を身に着ける

◆ 総務省地域デジタル基盤推進事業「スマート道路灯を活用した交通安全課

題」における「スマート道路灯の活用法・発展性に関するワークショップ」

へ参加し、2024年2月1日にワークショップ成果発表会では裾野市長の前で

プレゼンテーション

◆ 日本統計学会スポーツデータサイエンス分科会と情報・システム研究機構統

計数理研究所が主催・開催しているコンペティションのインフォグラフィッ

ク部門に2024年1月6-7日参加

◆ 京都市主催のハッカソンKYOTO PLATEAU HACK 2023の学生の参加
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多様な学生のデータサイエンス関連活動の支援
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データサイエンスのブレイクスルーを推進 産官学連携によるシナジー創出

◆ 産業界、メディア、政策担当者など様々なステークホルダーと連携し先端的な研究の進
化と体系化を推し進めると同時にデータサイエンス・AIを駆使してイノベーションを創
出できる人材を育成

◆ 行政・企業の提示する課題に対し、各種データ等の提供を受けつつ、大学の持つデータ
サイエンスの知見を駆使して分析を行い、環境・経済・文化・地域など、様々な分野の
課題解決のための政策提言を学生が行う。これに対しフィードバックをいただき、学び
を深めると共に、政策提言の精度を高めていく。

◆新たな分析手法の共同研究や講師派遣等人材育成など

相互協力による新たな価値の創出・社会課題の解決

学生

教員

行政

企業

データ利活用・共同研究・
政策提言

現場の課題・データ・
フィールド・人的交流



 課程設置の目的
・高齢化社会に伴う労働人口減少・日本社会の縮減を突破する

＜社会的背景＞

・女性が自らの能力を活用して豊かな人生を送ることを支援する

＜女性のエンパワーメント＞
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京都女子大学リカレント教育課程について

長年の女性教育の実績に立脚し、
2018年度開設

京都女子大学リカレント教育課程



2024年度のリカレント教育課程

キャンパス通学コースと女性リーダー管理職コースに加え、
文科省委託事業のマネジメント入門コースをあわせた３コースプラス、京都府連携
リカレント（前期・後期）を実施。

ブラッシュアップコース：長いブランクのある方や起業を目指す方

（平日対面 週2回＋オンラインの講座）

女性のための実践・リーダー育成コース：管理職・リーダーを目指す方

(2週間に1回 土曜日対面中心+オンデマンドの講座）

ウィミンズカレッジ（KNFSM）：マネジメント入門コース

マネジメントの基礎を学びたい方 （オンライン中心講座）

（文部科学省委託事業：女性の多様なチャレンジに寄り添う学びと社会参画支援事業）

京都府連携リカレント データサイエンティスト育成コース（対面）



本 日 の 内 容

１．京都女子大学について

２．データサイエンス教育に関する近年の動向

３．京都女子大学データサイエンス学部

４．自治体・企業との連携

５．最後に
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◼ 女子大学の特性を生かしたジェンダーや価値観、ライフスタイルなど

に新たな方向性

◼ 女性だけということで、のびのびとした雰囲気の中で、ジェンダーに

関する教育を手厚く行うとともに女性リーダーの育成に重点を置く

◼ 社会の本音を読むために必要な社会科学、 統計学、 情報学を体系的に

丁寧に学ぶ

◼ 企業・自治体等のステークホルダーと連携したデータサイエンスの実

践的な教育

◼Society 5.0が目指す人間中心の社会を構築し、誰もが充実した幸福な

生活を送る世界の実現

京都女子大学データサイエンス学部



ご清聴ありがとうございました
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